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キャスリーン・マッキュー
（Kathleen McCue, MA, LSW, CCLS）

臨床心理学修士、認定チャイルド・ライフ・スペシャリスト、ライセンス取得済ソーシャルワー
カー。病気の子どもと家族への心理社会的支援に43年間従事し、クリーブランド・クリニックで
は全米初の成人患者の子ども支援プログラムを立ち上げました。喪失や死別、トラウマ、病気が
子ども・家族・専門職に与える影響に関する講演、著書、専門誌への論文発表多数。

キム・フライヤー
（Kim Fryar, MS, MEd, CCLS）

認定チャイルド・ライフ・スペシャリスト。Wonders & Worriesで臨床プログラムディレクター
等を経て、現在は全米プログラムディレクターとして家族・専門職への支援を全国展開。教育プ
ログラム開発や講演活動を通して、重い病気を抱える家庭を支援。

忘れないでください。子どもは家族の一員であり、家族に深刻なことが起きているとき、子どもは必
ず気づいています！ 親御さんが誠実に、そして子どもの心に配慮しながら事実を伝えることで、信頼
や回復力、家族のつながりを築くことは十分に可能です。参加すると、子どもを支えるための具体的
なスキルを学び、自信を持って関われるようになります。保険関係者をはじめとする専門職の方も、ご
自身が関わるご家庭にこれらの知識や方法を伝えることができるようになります。

主な内容

講師紹介

Wonders & Worriesについて

Wonders & Worriesは、親が重い病気やけがを負った際に、子どもやティーンエイジャーが
自分らしく成長できるよう、専門的な支援を無償で提供する米国の非営利団体です。

•なぜ、どのようにして子どもに親の病気を伝えるのか
•子どもが適切な情報を得られなかった場合に起こりうること
•子どもの年齢に応じて、難しい話題をどのように伝えるか
•治療が変わった理由や、親の体調の変化が何によるものか
  （治療の副作用なのか、病気の進行なのか）を子どもが正しく理解し、
  受け止められるように支える方法
•子どもがこれから経験するかもしれないつらい出来事に、心の準備ができるよう支える方法
•コーピング（対処）スキルの教え方
•深刻な診断であっても、子どもが希望と、気持ちを支えるしなやかな強さを
  保てるようにする方法
•必要に応じて、子どもが親の最期の時期に向き合えるよう支える方法

逐次
通訳


